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リヤ，梵行） → 家住期 （グリハスタ） → 林住期 （ヴァーナプラスタ） → 遊行期 （サンニャー













































































































正のバクタ （神愛）」と呼び，そして，またある人は，つねに「洞窟 （瞑想の場） を担
かつ


























































三〇）。実に， 私に帰依すれば，生れの悪い者でも，婦人でも，ヴァイシャ （実業家） でも，
シュードラ （従僕） でも，最高の帰趨 （行き着くところ） に達する （九・三二）。いわんや
福徳あるバラモンたちや，王仙である信者たちはなおさらである。この無常で不幸な世に
生まれたから，私の身を信愛せよ （九・三三）。」ここでは，森羅万象の背後に遍在する不
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生不滅の最高原理であるブラフマンが，クリシュナと同一視され，しかもこのクリシュナ
は，世界を維持する神ヴィシュヌの化身とされています。つまり神への献身の道が開かれ
たのです。今や「バクティ・ヨーガ」により，仏教で言う「他力」の世界が開示され，ヒ
ンドゥー教は民衆の信仰としてインドの土壌に根づいて行ったのです。
